
令和６年度　川根中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

協力事業者や民生委員等と
顔の見える関係づくりに努
め、課題を抱える高齢者の
早期発見、情報の共有化を
図る。

①川根地区見守りネットワーク連絡会：年１回
②民生委員と包括の情報交換会：年１回
③民生委員児童委員協議会定例会：月１回

民生委員と地域ケアマネ、
地域医療機関との情報ネッ
トワークの構築。

要介護者や要支援者とその家族同意のもと、包括支援センターを介して緊急時の情
報のやり取りを行うネットワークシステムを稼働する。

地域団体や地域事業所と連
携し、住みやすい地域づく
りを行う。

①川根地域生活支援をつなぐ会活動
②川根小学校・中学校運営協議会および学校行事

しまトレの継続支援を行
う。併せて健康管理を推進
する。

継続支援１４か所（開催日参加により健康管理の推進）

介護予防普及啓発講座を開
催し、住民の介護予防の意
識を高める。

介護予防普及啓発講座：年２０回
内容：高齢者の病気、認知症予防、低栄養予防、熱中症・脱水予防、口腔ケア、感
染症予防等

様々な世代に認知症に対す
る正しい知識と理解を広
げ、地域の担い手づくりに
取り組む。

①川根小学校・中学校、企業にて共に行う認知症予防活動の啓発を行う。
②認知症予防講座：年３回

MCI（初期認知症状）の方
に対し、しまトレや機能訓
練を通じた認知症予防の習
慣を定着させる。

①川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（１/全3回）医療職から啓発でき
るように情報共有。
②しまトレや短期集中運動機能教室への参加呼びかけ。

認知症カフェや運営推進会
議にて、認知症に関する相
談支援や課題把握を行う。

①認知症カフェ：開催時
②運営推進会議：年１２回
③認知症キャラバンメイト連絡会：年１回
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高齢者を地域で支える
体制づくり

認知症施策の推進

認知症になっても住み慣れ
た地域で自分らしく生活が
できるようにサポート体制
を整えていきます

高齢者が住み慣れた地域で
安心してくらすことができ
るように住民主体で高齢者
を支えていく体制を整え支
援していきます

地域住民が主体的に介護予
防に取り込めるように支援
していきます

課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績
評価



課題に対し専門知識を活か
すため、関係機関、支援者
による情報共有と協働を行
い支援展開する。

①個別ケース会議：年６回
②小地域ケア会議：年２回

地区の介護支援専門員や専
門職同士の相互理解、知識
向上に努め、連携体制を構
築する。

川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（1/全3回）

介護予防評価時にリハアセ
スメントを行い、適切な目
標設定とマネジメントに繋
げる。

①リハアセスメントの積極的活用
②短期集中介護予防事業の活用

短期集中で目標達成できる
介護予防事業の構築。地域
参加、就労的活動メニュー
の提言。

川根健康プラザを活用した短期集中介護予防や地域活動創設に向けた協力。

地区の介護支援専門員を対
象とした連絡会を企画・開
催する。

①金谷・川根地区ケアマネ連絡会：年３回
②川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（１/全3回）
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高齢者虐待防止と成年
後見制度の利用支援

高齢者を含む一つの世帯に
複数の課題が存在する状況
に対し、重層的支援を行い
ます。

自立支援に向けた介護
予防ケアマネジメント
の実施

介護予防事業活用後、地域
参加や就労的活動へ繋がる
ことで介護保険サービスか
ら卒業できる。


